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Sun Management Center 3.6.1 
Version 3 アドオンソフトウェア
リリースノート

本書は、Sun SPARC® Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー用の Sun™ 
Management Center 3.6.1 Version 3 アドオンソフトウェアのリリースノートです。次
の節で構成されています。

■ 1 ページの「このリリースでの新しい機能」
■ 2 ページの「サポートされるプラットフォームと環境」
■ 3 ページの「推奨パッチ」
■ 4 ページの「マニュアル」
■ 4 ページの「アドオンソフトウェアの入手」
■ 4 ページの「既知の問題点」

このリリースでの新しい機能
Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー用の Sun 
Management Center 3.6.1 Version 3 アドオンソフトウェアは、XCP 1050 に対応し
た、かつ SP フェイルオーバーのサポートを含むアップデートです。
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サポートされるプラットフォームと環境

サポートされるプラットフォーム

Sun Management Center 3.6.1 Version 3 アドオンソフトウェアは、次のシステムをサ
ポートしています。

■ Sun SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバー (ミッドレンジサーバー) 
■ Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバー (ハイエンドサーバー) 

サポートされるソフトウェア

表 1 に、Sun Management Center 3.6.1 Version 3 アドオンソフトウェアに最低限必
要なソフトウェアのバージョンを示します。

表 1 ソフトウェアバージョン最低要件

ホスト 必要なソフトウェア バージョン

監視対象プラットフォーム ソフトウェアは XCP ファームウェアの一部としてインス
トール済みです。Sun Management Center ソフトウェアの更
新は、XCP ファームウェアのイメージの更新に含まれます。

1050 

監視対象ドメイン Solaris オペレーティングシステム

SunMC ベースソフトウェア

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用 SunMC アドオン
ソフトウェア

10 11/06

3.6.1

3.6.1 Version 3

次の両方: 
• サーバーマシン 
• ワークステーションまたは

ネットワーク上の共通の場所
(コンソールレイヤー)

Solaris オペレーティングシステム1

1 Solaris オペレーティングシステムは、少なくとも「End User Systems Support」のディストリビューションである必要があります。

8 2/04 
9 9/04 
10 11/06

Sun Management Center サーバーベースソフトウェア 3.6.1 

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用 Sun Management 
Center アドオンソフトウェア 

3.6.1 Version 3
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サポートされる言語とロケール

このアドオンソフトウェアでは、次の言語とロケールがサポートされています。

注 – サービスプロセッサで、setsunmc コマンドと showsunmc コマンド、および
そのマニュアルページはローカライズされていません。これらは英語版のみです。マ
ニュアル『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュ
アル』に、ローカライズされたマニュアルページを掲載しています。

推奨パッチ
ご使用のプラットフォーム、Sun Management Center 3.6.1 主要アプリケーション、
およびこのアドオンソフトウェア用に、Solaris™ ソフトウェアパッチおよび Sun 
Management Center パッチが提供されていることがあります。ご使用のプラット
フォームの製品概要と Sun Management Center ソフトウェアのリリースノートに
も、必要なパッチや推奨パッチの情報が含まれる場合があります。

注 – Sun Management Center 3.6.1 ソフトウェアとこのアドオンをインストールする
前に、ご使用のプラットフォームとオペレーティングシステムに必要なすべてのパッ
チをインストールしてください。

Sun とサービス契約を結んでいる場合は、次の場所からパッチをダウンロードできま
す。

http://sunsolve.sun.com

表 2 サポートされる言語とロケール

言語 ロケール

英語 C 

フランス語 fr 
fr_FR.ISO8859-15 

日本語 ja 

韓国語 ko 

簡体字中国語 zh 

繁体字中国語 zh_TW 
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マニュアル
本書は、『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュ
アル: Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー』(820-1934) の
補足です。

Sun Management Center のマニュアルは、次の Web サイトで公開されています。

http://www.sun.com/documentation 

関連マニュアルについては、『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフ
トウェア追補マニュアル』の「はじめに」を参照してください。

アドオンソフトウェアの入手
Sun Management Center ソフトウェアは、Sun Management Center 3.6.1 Version 3 
アドオンソフトウェアも含めて、次の Web サイトからダウンロードできます。

http://www.sun.com/download

ソフトウェアのインストールについては、『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 
アドオンソフトウェア追補マニュアル』を参照してください。

既知の問題点 
この節では、このリリースの既知の問題点を示します。

機能全般 
ご使用のサーバーでサポートされる機能に関する最新情報については、ご使用のプ
ラットフォームの製品概要を参照してください。
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特定の問題

SPフェイルオーバーのあとにアラームが表示されない

SPフェイルオーバーに成功したあと、「アラーム」タブに SunMC のアラームが表示
されません。

「アラームテーブルを再読み込み」ボタンをクリックし、テーブルを再表示して正し
いアラームの状態を表示させます。[6567937] 

showsunmc コマンドが、platop 特権を受け付けない

showsunmc コマンドは、platadm 特権を持つユーザーからの入力だけを受け付け、
platop 特権を受け付けません。

回避策: platadm 特権を使用して showsunmc を実行してください。[6588616]

Mx00:「総メモリー容量」フィールドの表示が常に「NA」

ドメインの構成リーダーの「総メモリー容量」フィールドの表示が常に「NA」にな
ります。

回避策: メモリーの DIMM の容量の情報については、メモリーコントローラテーブル
を参照してください。[6594530]

M8000: プラットフォーム管理構成リーダーのテーブルで、メ
モリー容量の単位が表示されない

プラットフォーム管理構成リーダーのシステムテーブルおよびメモリー DIMM テー
ブルには、メモリーの単位が含まれていません。いずれも、単位は G バイトです。

回避策:『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュ
アル: Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー』(819-1934) で
説明されているシステムテーブルおよびメモリー DIMM テーブルの情報を参照して
ください。[6593468]
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追補マニュアル内のエラー状態規則のプロパティー値が間
違っている 

『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュアル』
で、表 6-2「エラー状態規則のプロパティー値」内の情報が正確ではありません。

回避策: 正しい情報は表 3 に示されています。

[6547002] 

M8000: SB の削除または SB の追加の操作を完了したあと
に、SP のフェイルオーバーを実行できない

SB の削除または SB の追加の操作に成功したあとは、SP のフェイルオーバーを開始
できません。

回避策: replacefru 操作のあとに SP のフェイルオーバーを可能にするには、CLI で 
replacefru を実行して最初のメニューで cancel オプションを選択します。次に例を示
します。

[6595154]

動的再構成モジュール em が必要だが存在しない

このメッセージが発行されると、DDR (ドメインの動的再構成) 構成リーダーに赤い
重大アラームが表示される場合があります。この問題を解決するには、DDR モ
ジュールを読み込み解除したあとで、再読み込みしてください。

表 3 エラー状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

NORMAL アラームなし OK

DEGRADED 警告 黄

FAULTED エラー 赤

CHANGE アラームなし OK

UNKNOWN 情報 青 

XSCF> replacefru
...
Select [1-5 | c:cancel] :c
XSCF>
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DDR モジュールは、インストールしたあとに手動で読み込む必要があります。ま
た、DCR および DDR モジュールを削除するために es-uninst を実行する前に、手
動で読み込み解除する必要もあります。

[6517406]

Mx00: XSCF ドメインテーブルの「Configuration Policy」プ
ロパティーの報告が正しくない

PlatAdmin モジュールのドメインテーブルの「Configuration Policy」プロパティー
に、正しい値として「FRU」と表示されるはずですが「COMPONENT」と表示され
ます。

回避策: ドメインテーブルの「Configuration Policy」プロパティーに
「COMPONENT」と表示されているときは、すべてそれを「FRU」と読み替えるよ
うにしてください。

[6602513]

M4000/M5000: CPU モジュールテーブルで、CPU モジュール
がチップごとに表示される

Sun SPARC Enterprise M4000 および SPARC Enterprise M5000 モデルでは、CPU モ
ジュールテーブルで報告される CPU モジュールはすべて 1 チップベースごとになっ
ています。これらのモデルは、すべて CPU モジュールごとに 2 個のチップがあるた
め、実際の数は CPU モジュールテーブルの行の数字を 2 倍にした数になります。

回避策: なし。

[6602795]
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マニュアルの誤り

『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフト
ウェア追補マニュアル: Sun SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー』(820-1934)

第 3 章のメモリーボードテーブルの説明に「Memory Name」の項目が追加されまし
た。

『Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュアル: 
Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー』(820-1934) の表 3-6 
を、次の表と入れ替えてください。

表 4 プラットフォーム管理: メモリー DIMM テーブル 

プロパティー
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

名前 CMU と MEM のタイプと ID を連結したも
の。値の例: CMU#00/MEM#00、
CMU#00/MEM#01 

Memory Name 命名法によって指定されたこのメモリーの実
際の名前。値の例: 02A、13B

親 CMU この DIMM モジュールが属する CMU。値
の例: CMU#00、CMU#01 

メモリー容量 メモリー DIMM のサイズ (G バイト単位)。
値の例: 2、4 

メモリー状態 メモリー DIMM モジュールの状態。可能な
値: UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。取り得る値: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、UNKNOWN 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。


